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令和２年第３回鬼北町議会定例会 

                         令和２年９月１８日（金曜日） 

 

○議事日程 

 令和２年９月１８日午前９時開議 

 日 程 第 １ 会議録署名議員の指名 

 日 程 第 ２ 諸般の報告 

 日 程 第 ３ 議案第４５号 令和元年度鬼北町一般会計決算の認定について 

 日 程 第 ４ 議案第４６号 令和元年度鬼北町用品調達特別会計決算の認定について 

 日 程 第 ５ 議案第４７号 令和元年度鬼北町住宅新築資金等貸付事業特別会計決算 

              の認定について 

 日 程 第 ６ 議案第４８号 令和元年度鬼北町国民健康保険特別会計決算の認定につ 

              いて 

 日 程 第 ７ 議案第４９号 令和元年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計決算の認 

              定について 

 日 程 第 ８ 議案第５０号 令和元年度鬼北町農業集落排水事業特別会計決算の認定 

              について 

 日 程 第 ９ 議案第５１号 令和元年度鬼北町浄化槽市町村整備推進事業特別会計決 

              算の認定について 

 日程第１０ 議案第５２号 令和元年度鬼北町介護保険特別会計決算の認定について 

 日程第１１ 議案第５３号 令和元年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計決算の認 

              定について 

 日程第１２ 議案第５４号 令和元年度鬼北町ニュータウン鬼北の里特別会計決算の 

              認定について 

 日程第１３ 議案第５５号 令和元年度鬼北町水道事業会計決算の認定及び剰余金の 

              処分について 

 日程第１４ 議案第５６号 令和元年度鬼北町病院事業会計決算の認定について 

 日程第１５ 議案第５７号 令和２年度鬼北町一般会計補正予算（第５号）について 

 日程第１６ 議案第５８号 令和２年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予算 

              （第１号）について 

 日程第１７ 議案第５９号 令和２年度鬼北町農業集落排水事業特別会計補正予算 

              （第１号）について 
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○本日の会議に付した事件 

 日 程 第 ３ 議案第４５号 令和元年度鬼北町一般会計決算の認定について 

 日 程 第 ４ 議案第４６号 令和元年度鬼北町用品調達特別会計決算の認定について 

 日 程 第 ５ 議案第４７号 令和元年度鬼北町住宅新築資金等貸付事業特別会計決算 

              の認定について 

 日 程 第 ６ 議案第４８号 令和元年度鬼北町国民健康保険特別会計決算の認定につ 

              いて 

 日 程 第 ７ 議案第４９号 令和元年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計決算の認 

              定について 

 日 程 第 ８ 議案第５０号 令和元年度鬼北町農業集落排水事業特別会計決算の認定 

              について 

 日 程 第 ９ 議案第５１号 令和元年度鬼北町浄化槽市町村整備推進事業特別会計決 

              算の認定について 

 日程第１０ 議案第５２号 令和元年度鬼北町介護保険特別会計決算の認定について 

 日程第１１ 議案第５３号 令和元年度鬼北町後期高齢者医療保険特別会計決算の認 

              定について 

 日程第１２ 議案第５４号 令和元年度鬼北町ニュータウン鬼北の里特別会計決算の 

              認定について 

 日程第１３ 議案第５５号 令和元年度鬼北町水道事業会計決算の認定及び剰余金の 

              処分について 

 日程第１４ 議案第５６号 令和元年度鬼北町病院事業会計決算の認定について 

 日程第１５ 議案第５７号 令和２年度鬼北町一般会計補正予算（第５号）について 

 日程第１６ 議案第５８号 令和２年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予算 

              （第１号）について 

 日程第１７ 議案第５９号 令和２年度鬼北町農業集落排水事業特別会計補正予算 

              （第１号）について 

 

○出席議員（１２名） 

    １番 髙 橋 聖 子      ２番 中 山 定 則 

    ３番 末 廣   啓      ４番 山 本 博 士 

    ５番 赤 松 俊 二      ６番 松 下 純 次 
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    ７番 芝   照 雄      ８番 福 原 良 夫 

    ９番 程 内   覺     １０番 松 浦   司 

   １１番 山 崎   保     １２番 渡 邊 眞 次 

 

○欠席議員（なし） 

 

○議会事務局 

 議 会 事 務 局 長 佐 竹   誠   書      記 鶴 井 留 美 

 

○説明のため出席した者 

 町 長 兵 頭 誠 亀   副 町 長 井 上 建 司 

 総 務 財 政 課 長 高 田 達 也   企 画 振 興 課 長 二 宮   浩 

 町 民 生 活 課 長 谷 口 浩 司   保 健 介 護 課 長 芝   達 雄 

 環 境 保 全 課 長 森     明   日 吉 支 所 長 那 須 周 造 

 農 林 課 長 松 本 秀 治   建 設 課 長 上 田   司 

 水 道 課 長 上 田   司   会 計 管 理 者 古 谷 忠 志 

 教 育 長 松 浦 秀 樹   教 育 課 長 渡 邊   甫 

 農業委員会会長 川 平 定 計   農業委員会事務局長 松 本 秀 治 

 代 表 監 査 委 員 上 甲 康 夫 
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○副議長（福原良夫君） 

  起立願います。 

  礼。 

○議長（渡邊眞次君） 

  これから本日の会議を開きます。 

 

午前９時００分 開議 

 

○議長（渡邊眞次君） 

  本日の議事日程は、先に配付しました別紙議事日程のとおりです。 

  このとおり議事を進めたいと考えますので、各位の御協力をお願いします。 

 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本日の会議録署名議員は、鬼北町議会会議規則第１２７条の規定により、５番、赤

松俊二議員、６番、松下純次議員、以上の両議員を指名します。 

 

  日程第２、諸般の報告を行います。 

  地方自治法第１２１条第１項の規定により、本日の会議事件の説明のため、出席を

求めている者を報告します。 

  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長、監査委員。 

  町長、教育委員会教育長、農業委員会会長を通じ、副町長、会計管理者、支所長、

各課長等の出席を求めております。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

  日程第３、議案第４５号、令和元年度鬼北町一般会計決算の認定についてから、日

程第１４、議案第５６号、令和元年度鬼北町病院事業会計決算の認定についてまで、

以上１２件を一括議題としたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊眞次君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、日程第３、議案第４５号、令和元年度鬼北町一般会計決算の認定から、
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日程第１４、議案第５６号、令和元年度鬼北町病院事業会計決算の認定についてまで、

以上１２件を一括議題とすることに決定しました。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  改めて、おはようございます。 

  本日もよろしくお願いいたします。 

  お手元の令和元年度鬼北町主要な施策の成果の概要をお開きください。 

  町長として皆様方の御支援をいただき、町政を担当させていただいてから、早いも

ので３年が経過いたしました。 

  この間、鬼北町を活気あふれる町にしたい、元気な町にしたいという思いを胸に、

町民の負託に応え、与えられた責務を全うするため、山積する課題に真摯に向き合い

ながら、その解決に向けて全力で邁進してまいりました。 

  特に、喫緊の課題であります、西日本豪雨災害後の復興におきましては、各関係機

関、地元業者の御理解と御協力、国・県の御指導をいただきながら、町民の皆さんが

早く元どおりの生活が送れるように早期復旧を目指して、復興作業に取り組んでいる

ところであります。 

  また、南海トラフ巨大地震や豪雨など、災害に対する減災、防災への対策として、

県防災訓練の実施、全庁的な防災啓発、自主防災組織への活動支援等を行うことで、

自らの命は自らが守る自助意識の向上や、災害時には、地域で助け合う共助の意識の

醸成を図ってきたところであります。 

  さらに、今年に入り、世界を震撼させている新型コロナウイルス感染拡大に対して、

年度末には様々な会合、イベントが中止となることなど、影響が出始め、次年度へ不

安を残す状況となってしまいました。 

  私は、主権は町民にあるという基本理念を遵守し、行財政の健全化と町の活性化に

努めることが最優先であるとの考えに立ち、鬼北町のまちづくりに全力を注いでまい

りました。 

  また、町政の推進に当たりましては、鬼北町長期総合計画に掲げる全ての町民が、

ゆとりと美しさに満ちた自分らしい生き方を実現できるまちづくりを目指して、様々

な施策に取り組んでいるところであります。 

  さらに、住民サービスの向上と行政改革、行財政改革の推進に向けて、さらなる不

断の努力と変わらぬ情熱が必要であると改めて痛感いたしますとともに、町民の福祉

の向上のため、議員並びに町民の皆さんの御協力とお力添えをいただきながら、残る
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半年余りの任期に精いっぱいの力を傾けてまいりたいと決意を新たにしているところ

であります。 

  令和元年度決算につきましては、長期総合計画に掲げる基本目標の実効性を確保し

つつ、慎重に各種施策を推進するとともに、行政全般にわたって事務事業の効率化や

経常経費の抑制に努め、行財政の健全な運営に努めたところであります。 

  それでは、この基本目標に沿って、主要な施策の成果の概要について御説明いたし

ます。 

  まず、基本目標第１の「特色ある産業を創り育てる」の誰もが元気に働けるふるさ

とづくりにつきましては、町の活力を維持し、若い人がこの町に住み続けるには、働

く場があり、安定した収入を得られることが何よりも重要であると位置づけ、女性や

高齢者を含め、あらゆる人がそれぞれの能力を発揮できるよう、雇用の創出に努めま

した。 

  農業の振興につきましては、次世代の地域農業を担う農業者の育成に努めることで、

農業の担い手不足の解消に努めました。また、農地の利用調整と維持保全、生産基盤

の整備、生産経営体制の強化においては、栗、ユズの苗木補助を行うことで、耕作放

棄地の解消も含めて生産性の拡大を図るとともに、農業用水路等の改修工事を始め、

災害により復旧工事が必要な農地農業施設等の営農環境の整備に取り組んでまいりま

した。イノシシ、シカ、サルなどの野生動物による農産物被害は農家にとっては死活

問題となることを念頭に置き、鳥獣侵入防止さくの設置や捕獲機器の整備を推進いた

しました。 

  次に、林業の振興におきましては、鬼北町森林整備計画に基づき、健全な森林整備

を進めてまいりました。その林業従事者は減少傾向にあるため、森林整備担い手対策

事業を活用して、労働条件、労働環境の改善を図り、南予森林組合や株式会社日吉農

林公社などの組織強化に努めました。また、新たな森林管理システムを活用して、森

林が適正に管理されるよう宇和島市、松野町、南予森林組合と連携して南予森林管理

推進センターを設置いたしました。 

  次に、商工業の振興についてですが、商工業を取り巻く環境は、依然として厳しい

状況にあります。町内各地域で世代間や男女間によって、商工業を営む方々の御意見

は本当に多種多様であり、町民の方々の行政にかける思いの多様さを痛感いたしてお

ります。 

  令和元年度においても、町内の元気のある商店や企業を育てるため、商工会との連

携を図りながら、当町に人を呼び込み、地域活力の創出を図るために不可欠な経済的
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基盤の確保、町内事業所の支援、若者の地域への定着を図ることを目的として、事業

者に対して、雇用奨励金を交付する定住化雇用促進事業、仕事に役立つ資格を取得す

るのに要する経費を一部補助する資格取得支援事業、業務上多量に水道を使用する事

業所に対して補助する企業力強化支援事業など、鬼の町で暮らす働く支援事業を活用

し、事業所支援に取り組んでまいりました。 

  観光部門においては、豊かな地域資源を活用した様々な体験型のイベントを実施す

るとともに、指定管理者制度を導入して７年目となる成川渓谷休養センターについて

は、同施設をフルに活用し、民間の経営感覚と管理能力を発揮するとともに、お客様

に満足していただく魅力あふれるいやしの里として、県内外に広く情報を発信し、誘

客と併せてリピーターの増加促進に努めてまいりました。 

  また、鬼のまちづくりの事業の推進については、鬼の造形物、鬼のウォールアート

などのアート作品を活かすとともに、鬼嫁コンテスト、鬼のお太鼓コンテストなどの

イベントを継続し、活力あるまちづくりを実感できる施策を実施いたしました。 

  次に、雇用の創出についてでありますが、企業誘致や新しい産業の創出で、雇用の

受皿を増やすべく、空き家等の情報を発信するとともに、北宇和高校生を対象とした

企業説明会を開催するなど、商工会、ハローワーク宇和島など就労支援機関との連携

を図りながら、鬼の町で暮らす働く支援事業を活用し、求人事業者と求職者のマッチ

ングを図りました。 

  続きまして、基本目標第２の「美しい自然を守り活かす」の誰もが訪れたい、帰り

たいと感じるふるさとづくりにつきましては、美しい自然景観や田園の風景は、本町

の大きな魅力の１つであります。町民の高い環境意識の基、これを守り、次代に継承

していくとともに、資源循環型社会の形成に向け取組をいたしました。 

  まず、資源循環型社会の推進では、食品ロス削減など、ごみの減量化や再資源化に

努めました。また、環境保全の推進では、水辺環境美化活動として、広見川等をきれ

いにする清掃活動の実施や小型合併浄化槽等の普及推進による水質浄化に努め、町の

宝である広見川流域の美しい水と緑に囲まれた里山の風景や多様な生態系を守りなが

ら、それを活かした観光振興や環境関連ビジネスの育成等に取り組み、豊かな地域の

実現につなげるべく、森林資源を計画的かつ有効に活用しながら、森林の荒廃を防ぎ、

美しい森林の景観の保全に努めました。 

  続きまして、基本目標第３、「福祉の充実で安心生活を確保する」の誰もが安心し

て暮らせるふるさとづくりにつきましては、少子高齢化が急速に進む中、全ての町民

が安心して暮らしていくためには、社会保障、福祉政策による公助と地域に暮らす
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人々がお互いに助け合う共助が両輪となって機能していくことが重要であることから、

まず、地域保健、医療体制の充実においては、町立北宇和病院を中核に、各地域の診

療所など、地域医療の維持と質の向上を図るとともに、北宇和病院の運営につきまし

ては、外来患者の受付を２診体制から３診体制とし、利用者へのサービス向上に努め

る一方で、療養病床を休止し、病院経営の健全化を図りました。 

  また、町民の生活習慣病、重症化予防を図るため、健康増進計画、食育推進計画及

び自殺対策計画に基づいて、町民一人一人の健康支援や食育推進を行うとともに、母

子保健事業では、切れ目のない子育て支援を図るため、子育て包括支援センターの整

備を行いました。 

  また、特定検診においては、受診率向上を目指して取り組み、令和元年度は５６.

４％で、対前年度比０.２％減でありますが、昨年度に引き続き県内第１位となり、

保険料値下げができた裏打ちとなっております。 

  次に、高齢者福祉の充実においては、当町では高齢化率が４５％を超え、全国より

１０年以上早いペースで高齢化が進んでおり、高齢者が安心して地域で暮らし続ける

ため、包括的支援事業、任意事業などの地域支援事業や在宅福祉の充実に努めるとと

もに、高齢者の生きがいの充実、健康の維持増進等を図るため、鬼北町シルバー人材

センターを設置し、令和２年４月から運営を開始いたしました。 

  次に、子育て支援策の充実につきましては、多様化する保育ニーズに対応できるよ

う、町立保育所、放課後児童クラブや子育て支援センターゆめぽっけが中心となって、

子育て支援を推進いたしました。 

  また、子どもたちが健やかに生まれ育つ環境づくりに取り組み、安心して子どもを

産み育てられるよう不妊治療助成金の支給や乳幼児健康診断の受診率向上を図るとと

もに、子育て相談支援を引き続き実施いたしました。 

  さらに、家計に対する財政支援として、多子世帯の保育料の軽減措置に続き、３歳

以上の保育料無償化を実施したことに併せて、副食費の無償化を図るなど、子育てに

係る経済的負担の軽減に努めました。 

  また、子ども医療費助成として、県内で唯一、高校生まで医療費の無償化にも継続

して取組をいたしました。昨年夏に発表された県内合計特殊出生率では、鬼北町は１.

６２と南予で最も高い数値となっており、これまでの様々な角度からの施策の成果が

少しずつ表れてきていると考えております。この数値を高いレベルで維持するために

は、今後も新たな施策を盛り込んでいくことが重要であると考えております。 

  障がい者福祉の充実につきましては、年齢や障害の有無などにかかわらず、誰もが



－121－ 

健康で自分らしい暮らしの実現を目指し、障がい者自身が社会を構成する一員として

自立した日常生活を営むことができるよう、現在、整備されている施設等の連携を強

化することで、利用者ニーズに応じたきめ細かなサービスの提供体制を整備し、鬼北

町障害福祉計画の理念である、心安らぐ福祉のまちづくりの実現に向けて、適切で必

要な福祉サービス提供に努めました。 

  続きまして、基本目標第４、「整った生活インフラで快適生活を守る」の誰もが安

全・快適に過ごせるふるさとづくりにつきましては、本町は、自然の地形に恵まれ、

これまで大きな自然災害による被害は比較的少なく過ごしてきましたが、平成３０年

７月の西日本豪雨においては、町内においても、山間部を中心に甚大な被害がもたら

されたところであります。地球規模の気象変動が続く中、土砂災害や南海トラフ巨大

地震等自然災害の被害を最小限に抑え、迅速に復旧・復興できるよう事前防災、減災

対策の充実・強化に取り組むとともに、ホームページ、防災無線、広報、リーフレッ

ト、回覧等による啓発により、町民の防災意識の啓発に努めております。 

  また、令和元年１０月に実施した愛媛県総合防災訓練においては、自主防災組織を

はじめ、各関係機関の連携に重点を置いた各種訓練を実施し、地域住民の啓発に努め

ました。 

  次に、交通環境の充実については、人口が減少していく中で、時代に対応した安

全・快適なまちづくりが重要であり、デマンドタクシーやタクシー乗車券助成制度等

の継続、近永地区中心での循環バスの本格運行など、公共交通の維持と利便性の向上

に努めるべく、新たな公共交通の実施に向けて取り組みました。また、町内の運転免

許証自主返納者に対しての給油券やタクシー券の配布など、実態に即した移動手段の

確保に努めてまいりました。 

  次に、空き家対策におきましては、空き家や老朽化した公共施設の実態を把握して、

効果的な更新、再編を進めるべく、空き家バンクを活用し、県外からの移住者に対し

て、移住者用住宅改修事業費補助金の交付や、町内にある空き家を借り上げて整備し、

鬼北町へ移住・定住を希望する方に貸し出す取組を行うなど、定住に向けて取組をい

たしました。 

  また、老朽危険空き家については、老朽危険空き家除却事業補助金を活用し、９件

の撤去を実施するとともに、地震等に伴うブロック塀の崩壊による事故を防ぐため、

補助事業により２件の危険ブロック塀の除却・建て替えを実施いたしました。また、

住宅マスタープラン、公営住宅等長寿命化計画に基づき、公営住宅栄町団地１棟３戸

を新築いたしました。 
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  続きまして、基本目標第５、「充実した教育環境で心豊かな人を育む」の未来を担

う子どもたちをみんなで育むふるさとづくりにつきましては、未来を担う子どもたち

が豊かな感性を育み、確かな学力を身につけられるよう、空調設備の設置及び衛生設

備の改修や三島小学校のプール改修を行い、教育環境の充実を図るとともに、全児童

が本屋へ出向き自分の読みたい本を買う、本屋へ行こうプロジェクトを実施し、学習

の基本である読書の推進に努めました。中学校では、広見中学校が県の人権教育研究

推進事業の指定校になり、人権意識の向上に取り組みました。また、学校、家庭、地

域が連携共同してコミュニティスクール及び地域学校共同活動を推進し、地域ととも

にある学校づくりに努めました。 

  次に、生涯学習、生涯スポーツの充実については、町民が芸術・文化活動やスポー

ツに親しみやすい環境づくりに努めました。伝統文化の継承・発展、文化財の保護・

活用においては、地域の歴史、伝統文化に触れ郷土愛を深めるとともに、地域の魅力

を発信し地域の誇りを未来へ継承していくため、町内遺跡発掘調査及びハード整備事

業の実施や文化講座、イベント等を開催いたしました。特に、鬼北の鬼について考え

る鬼北「おに」の講座は、全５回開催し、町内外の多くの方に鬼北町について詳しく

知っていただく機会となりました。また、鬼北総合公園が宇和島地区広域事務組合か

ら鬼北町へ移管されたことにより、今まで以上に利便性の向上や施設整備に取り組み、

地域に根差したコミュニティの場づくりに努めました。 

  次に、人権尊重、男女共同参画においては、鬼北町男女共同参画基本計画の中で、

女性の職場、職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく推進計画として位置

づけるとともに、引き続き人権を考えるつどいの開催など、性別や年齢、障がい害の

有無にかかわらず、全ての人がお互いを尊重し合い、誰もがその人の持つ個性と能力

を発揮できる社会の実現を促進しました。 

  続きまして、基本目標第６、「人々のつながりを深め、ともに行動する」の誰もが

自ら考え取り組むふるさとづくりにつきましては、ふるさとをよりよい場所にするた

めには、町民自らが考え、互いに連携し、町の課題解決に取り組むことが重要であり

ます。行政は、町政に対する住民の理解と関心を高めるよう、分かりやすい情報提供

に努めることが重要であり、町ホームページの拡充に努めました。民間活力の導入に

おいても公民館や自治会、ＮＰＯ法人、ボランティア団体等の活動を支援し、住民と

の協働を進めることで、行財政運営のスリム化を図りました。また、様々な分野で町

外の団体と地域間交流を深め、地域活動の活性化や広域連携を進めてまいりました。 

  以上で、令和元年度主要な施策の成果の概要の説明を終わります。 
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  各項目の主要な施策の成果につきましては、別冊の資料を配付いたしておりますの

で、お目通しのほどお願いをいたします。 

  なお、決算内容の詳細につきましては、この後、引き続き会計管理者が説明をいた

します。その後、日程第１３、議案第５５号、令和元年度鬼北町水道事業会計決算の

認定及び剰余金の処分についてを水道課長が、日程第１４、議案第５６号、令和元年

度鬼北町病院事業会計決算の認定を保健介護課長が説明いたしますので、よろしく御

審議の上、認定いただきますようお願いいたします。 

○会計管理者（古谷忠志君） 

  それでは、議案第４５号から議案第５４号までの令和元年度一般会計、特別会計の

決算概要を御説明いたしますので、令和元年度鬼北町歳入歳出決算書の冊子を御用意

ください。 

  決算書の中の附属書類に沿って説明いたしますので、３５４、３５５ページをお開

きください。 

  まず、一般会計と特別会計の決算収支の状況でありますが、下段、合計の欄の下か

ら３番目、一般会計と特別会計の令和元年度の歳入総額は１１３億３,９６８万５,４

４９円、その右、歳出総額は１１０億７,６７６万５６９円で、その右、歳入歳出差

引きの合計は２億６,２９２万４,８８０円となり、前年度に比べ１億１１０万４０８

円の減となっております。その右の翌年度へ繰り越すべき財源が３,９４０万９,００

０円ありますので、その右の実質収支の合計は２億２,３５１万５,８８０円となりま

す。 

  １列置きまして、積立金は、一般会計ほかで５,８５４万８,９６０円。また、令和

元年度におきましては、財政調整基金の取崩しはありませんでしたので、右端の実質

単年度収支は２６４万４,５５２円のプラスとなっております。 

  次のページ、３５６、３５７ページをお開きください。 

  一般会計の歳入歳出決算総括表の歳入について主なものを説明いたします。 

  １款の町税は、収入済額が、３５６ページ右端のＡ欄になりますが、８億９,９９

１万１６１円、前年度比約２３０万円の増となっております。町民税につきましては、

個人町民税、法人町民税が共に減収となりましたが、固定資産税において家屋分が増

収となったこと、併せて軽自動車税、市町村たばこ税も増収となったことにより、全

体では０.２７％の増となっております。 

  なお、３５７ページ、左端、不納欠損額が１０５万９,５７３円となっており、前

年度に比べて約５８万円の減、またその右、収入未済額は１,１９５万１,５９２円で、
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前年度比約２３０万円の減となっております。 

  次に、２款の地方譲与税は、収入済額が８,７７７万７,００６円、前年度比約２,

２００万円の増となっています。増の要因としては、森林環境譲与税が創設され、令

和元年度を初年度として約２,２００万円の交付があったためです。 

  ３款の利子割交付金から７款の自動車取得税交付金までは、国が定めた率で配分さ

れるものであり、説明を省略いたしますが、７款、自動車取得税交付金につきまして

は、令和元年度途中で廃止され、環境性能割交付金に変わっております。 

  その８款、環境性能割交付金は、令和元年１０月から自動車取得税が廃止され、自

動車の環境性能に応じて自動車の取得時に課税される環境性能割に変わったことによ

り交付されることとなったもので、令和元年度を初年度として約２６０万円が交付さ

れております。 

  次に、９款の地方特例交付金は、収入済額が３,０３２万６,０００円、前年度比約

２,６００万円の増となっております。増の要因は、保育無償化に伴う地方の負担分

に対する国からの臨時交付金、子ども子育て支援臨時交付金２,４８１万４,０００円

が交付されたことによるものであります。 

  次に、１０款の地方交付税は、収入済額が３４億３,３８６万円、前年度比約２,９

００万円の減となっております。内訳は、普通交付税が約１５０万円の減、特別交付

税が約２,７００万円の減となっております。 

  次に、１４款の国庫支出金は、収入済額が６億３,６４７万１,６７２円、前年度比

約２億６,５００万円の増となっております。増の要因は、国庫負担金において災害

復旧費国庫負担金が約１億５,１００万円の増となったこと、国庫補助金において教

育費国庫補助金が学校冷房設備設置に関わる交付金等で約５,７００万円の増となっ

たことが挙げられます。 

  次に、１５款の県支出金は、収入済額が７億４,６０９万９５８円、前年度比約２

億８,９００万円の増となっております。増の要因は、県補助金において災害復旧費

県補助金が約２億８,０００万円の増となったことによるものです。 

  続いて、１７款の寄附金は、収入済額が３,９２３万１,９９２円、前年度比約３,

６００万円の減となっており、これは、ふるさと納税寄附金が約１,９００万円の減、

また災害支援金としての寄附金も減額となったことによるものです。 

  １８款の繰入金は、収入済額が３億５,２１２万８１６円、前年度比約６,６００万

円の増となっております。 

  特別会計繰入金については、ニュータウン鬼北の里特別会計からの繰入れが、分譲
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地売却収入により約２,２００万円、基金繰入金については、財政調整基金からの繰

入れはありませんでしたが、廃棄物処理施設整備基金の全額をはじめ、４基金で約３

億２,０００万円を繰り入れております。 

  次に、２０款の諸収入は、収入済額１億４,９１２万７,６７１円、前年度比約２,

９００万円の増となっています。増の要因は、雑入のうち、プレミアム付商品券販売

収入の１,６４０万円、情報通信基盤整備事業の松野町からの負担金が約１,８００万

円増額となったことによるものです。 

  ２１款の町債は、収入済額が８億２,５９１万８,０００円、前年度比約１億６,０

００万円の減となっております。減の要因は、総務債の広域施設整備負担金事業債が

１億８,６００万円の減となったことによるものです。 

  以上の結果、合計といたしまして、収入済額が７８億３,２５９万６,０２４円、前

年度に比べまして、７.８６％、約５億７,０００万円の増となりました。 

  なお、収入未済額の合計は、３億４０９万６,８７５円となっており、前年度より

も約８億９,０００万円の減となっております。収入未済額の主なものは、繰越しに

よる１４款、国庫補助金約２,５００万円、１５款、県補助金の約１億７,２００万円、

２１款、町債の８,８００万円などです。 

  以上、歳入についての説明を終わります。 

  次に、一般会計の歳出について説明いたしますので、３５８、３５９ページをお開

きください。 

  １款、議会費は、支出済額Ａ欄でありますが６,３１８万９,７４２円、前年度比約

８０万円のほぼ横ばいで、一般会計における構成比は０.８２％となっております。 

  ２款、総務費は、支出済額が１８億２,５０５万４,４７２円、前年度比約６,１０

０万円の増で、構成比２３.７４％となっております。増となった要因といたしまし

ては、財産管理費で、公共施設等整備管理基金へ約４億３,０００万円の積立てを行

ったこと、情報通信基盤整備事業費での自主放送設備機器更新委託料約７,９００万

円、庁舎改修事業費での防災拠点施設建築費約３,５００万円などが挙げられます。 

  ３款の民生費は、支出済額が１７億１,２５７万９７１円、前年度比約６,４００万

円減の構成比２２.２８％となっております。減となった要因といたしましては、福

祉センター費の総合福祉センター改修工事が完了したこと、災害救助費の皆減による

ものです。 

  ４款の衛生費は、支出済額が７億４,２８９万６,７０３円、前年度比約５,３００

万円増の構成比９.６６％となっております。増の要因は、診療所費の診療所特別会
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計繰出金の増、病院事業会計負担金及び補助金の増、じん芥処理費、パッカー車の購

入費などが挙げられます。 

  ５款の農林水産業費は、支出済額が５億２,２６１万１,６２７円、前年度比約２,

４００万円増の構成比６.８０％となっております。増の要因は、農業基盤整備促進

事業費の農道・水路等改修工事請負費の約３,０００万円の増、林道整備事業費の林

道開設工事請負費等の約２,８３０万円の増によるものです。 

  ６款の商工費、支出済額が１億２,５４３万８４４円、前年度比約４,２００万円増

の構成比１.６３％となっております。増となった要因といたしましては、商工振興

費の水道料への助成である企業強化支援事業費補助金の創設、観光費の下鍵山公園整

備に係る経費の増などによるものです。 

  ７款の土木費は、支出済額が３億５,７４６万６,９９２円、前年度比約２５０万円

増の構成比４.６５％となっております。鬼北総合公園の譲渡による鬼北総合公園費

の創設や住宅建設費、町営住宅建設工事請負費等、大幅な増の要素もありましたが、

道路維持費、道路新設改良費が減となったことにより、全体では緩やかな伸びとなっ

ております。 

  ８款の消防費は、支出済額が７,０４７万２９９円、前年度比約１,３００万円減の

構成比０.９２％となっております。減の要因は、消防施設費の工事請負費、備品購

入費が減額になったことによるものです。 

  ９款の教育費は、支出済額が９億２,３０３万６,２６３円、前年度比約１億８,４

００万円増の構成比１２.０１％となっております。増の要因といたしましては、小

学校学校管理費、工事請負費において各小学校の空調設備工事約１億８,０００万円

を実施したことによるものです。 

  １０款の災害復旧費は、支出済額が５億４,８５２万９,４５５円、前年度比約３億

１,２００万円増の構成比７.１４％となっております。増の要因は、平成３０年７月

豪雨による各施設の災害復旧工事の実施によるものですが、その主な内訳は、農林水

産施設災害復旧費が約３億２,０００万円、公共土木施設災害復旧費が約２億２,００

０万円となっております。 

  １１款の公債費は、支出済額が７億９,５５３万８,０２３円、前年度比約３,６０

０万円増の構成比は１０.３５％となっております。増減内訳は、元金が約４,４００

万円の増、利子が約５３０万円の減となっております。 

  以上、合計で支出済額は７６億８,６７９万５,３９１円、前年度に比べまして９.

０５％、約６億３,８００万円の増となりました。 
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  ３５９ページ、表の下段に記しておりますように、一般会計の歳入歳出差引額は１

億４,５８０万６３３円となっております。翌年度に繰り越すべき財源が３,９４０万

９,０００円必要でありますので、実質収支は１億６３９万１,６３３円となります。 

  以上、一般会計についての説明を終わります。 

  次に、３６０、３６１ページをお開きください。 

  町債の現在高について、普通会計で一覧表を作成したものです。令和元年度中の元

利償還額の合計は８億２,９４５万２,０００円、元年度末現在高は７９億８,７９８

万４,０００円で、前年度に比べまして６,５４４万９,０００円の増となっておりま

す。なお、３０年度末現在高の額につきましては、鬼北総合公園を譲渡されたことに

伴う宇和島地区広域事務組合から引き継いだ額３,９６９万８,０００円を含んでおり、

昨年の決算書の数字より金額が多くなっておりますので、御了承ください。 

  次に、３６２ページをお開きください。 

  公有財産の元年度中の増減内容について説明をいたします。 

  まず、公共用財産の土地の移動について、保育所の１９４.４８平米の減は、さく

ら保育所敷地の一部を分筆して公衆用道路としたことによるもので、公園、広場、キ

ャンプ場の１０万５４３８.６６平米の増は、鬼北総合公園が広域事務組合から町へ

譲渡されたことによるものと、下鍵山公園用地の一部取得によるもので、小学校の３

５０平米の増は、旧三島小学校教員住宅用地が普通財産から教育課へ移管されたこと

によるものです。 

  次に、その右の建物（木造）町営住宅の５７.７６平米の増は、栄町団地の新築に

よるもので、岩谷遺跡の８.０３平米の減は、体験学習施設の取壊しによるものです。 

  右の３６３ページに移りまして、建物（非木造）の公園広場、キャンプ場の４,７

４７.３２平米の増は、鬼北総合公園譲渡によるもので、教員住宅の２６２.２８平米

の増は、出目教員住宅Ｂ棟の償還期間が終了したことに伴う譲渡によるものです。 

  次のページ、３６４ページに移りまして、土地、老人生きがいセンターの２５.２

０平米の減は、錯誤による訂正で、等妙寺旧境内の１,２７７.５２平米の増は、ガイ

ダンス施設用地の購入によるものです。 

  右の３６５ページ、建物（非木造）の小倉ごみ収集車車庫１９５.５１平米の増は、

車庫の新築によるものです。 

  左のページ、３６４ページに戻りまして、下段、普通財産の土地の３２４.８０平

米の減は、老人生きがいセンターの錯誤訂正分２５.２０平米のプラスと、旧三島小

学校教員住宅用地が、普通財産から教育課へ移管された３５０平米のマイナスを合わ
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せたもので、普通財産建物（木造）の５０.５１平米の減は、旧三島小学校教員住宅

の取壊しによるものです。公有財産の移動状況は、以上であります。 

  次に、特別会計の説明をいたしますので、３８０、３８１ページをお開きください。 

  特別会計につきましては、主に本年度の収入済額と支出済額、Ａ欄になりますが、

合計を中心に前年度と比較して説明をさせていただきたいと思います。 

  まず、用品調達特別会計ですが、歳入の収入済額合計、歳出の支出済額合計は、共

に１,２４６万６,２４９円で、前年度比約１００万円の減となっております。なお、

一般会計へ前年度比約４９万円減の７６万４,２２４円を、４項、諸支出金から繰出

ししておりまして、収支差引きはゼロ円となっております。 

  次に、３８２、３８３ページをお開きください。 

  住宅新築資金等貸付事業特別会計ですが、歳入の収入済額合計は１７７万２,１７

７円、前年度比約２９万円の減となっております。なお、諸収入の欄の貸付返還金の

収入未済額は２,５４１万３,１０８円あり、１２件が未収となっております。なお、

貸付金の状況については、次のページ、３８４、３８５ページに資料をつけておりま

すので、お目通しいただきたいと思います。 

  また、歳出の支出済額合計は１６８万９,７９８円、前年度比約２８万円の減で、

収支差引きは８万２,３７９円となっております。 

  次に、３８６、３８７ページをお開きください。 

  国民健康保険特別会計の歳入についてですが、１款の国民健康保険税の収入済額は

１億９,２３２万３,９５４円、前年度比約４,０５０万円の減となっております。減

の要因は、税率を下げたことによるものです。不納欠損額は、前年度比約３６万円減

の９２万６,９００円で、収入未済額は、前年度比約４８０万円減の１,６６９万４,

８３４円となっております。 

  収入済額の合計は１３億３,６３５万７,６９０円、前年度に比べまして約１億４,

３００万円の減となっております。減の要因は、税率を下げたことによる保険税の減

収と前年度繰越金が減少したことによるものです。 

  次ページ、３８８，３８９ページをお開きください。 

  国民健康保険特別会計の歳出でありますが、支出済額合計が１２億９,２３３万３,

９３８円、前年度比約１億５,５００万円の減となっております。減の要因は、保険

給付費、県への納付金、基金積立金の減によるものであり、収支差引額は４,４０２

万３,７５２円となります。 

  次に、３９２、３９３ページをお開きください。 
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  国民健康保険診療所特別会計ですが、歳入の収入済額合計は１億８,４３３万６,９

８４円、前年度比約１００万円の減となっており、ほぼ横ばいでありますが、診療収

入については８００万円程度減少しております。 

  一方、歳出の支出済額合計は１億８,４２９万５,１１５円、前年度比約９０万円の

減となっており、ほぼ横ばいであり、収支差引きは４万１,８６９円となっておりま

す。 

  次に、４００、４０１ページをお開きください。 

  農業集落排水事業特別会計ですが、歳入の収入済額合計は８,３４４万６,２８２円、

前年度比約６５０万円の減となっております。これは県補助金、一般会計繰入金が減

となったことによるものです。 

  なお、２款、使用料の収入未済額が、昨年度比約４万円減の５１万７,１６０円と

なっております。 

  一方、歳出の支出済額合計は８,３４０万５５６円、前年度比約６５０万円の減と

なっております。この要因は、２款、公債費が約３８０万円の減となったことによる

もので、収支差引きは４万５,７２６円となります。 

  次に、４０４、４０５ページをお開きください。 

  浄化槽市町村整備推進事業特別会計でありますが、歳入の収入済額合計は６,２１

２万９,８００円、前年度比約２５０万円の増となっております。主に２款、使用料

が約１２０万円の増となったことによるものです。なお、浄化槽使用料の収入未済額

が前年度比約５万円増の６０万３,０００円となっております。 

  一方、歳出の支出済額合計は６,２１２万９,６６２円、前年度比約２６０万円の増

となっております。増の要因は、１款、施設整備費及び２款、施設管理費が共に増と

なったためで、収支差引きは１３８円となります。 

  なお、令和２年３月１日現在で、設置浄化槽数は、昨年度から２４基増えて６１０

基となっております。 

  次に、４０６、４０７ページをお開きください。 

  介護保険特別会計でありますが、歳入の収入済額合計は１５億９,５７５万７,００

３円、前年度比約４１０万円の減となっており、介護保険料が約１,２９０万円の減

となっております。なお、介護保険料の不納欠損額が、前年度比約２万８,０００円

増の４１万６,６００円で、収入未済額が前年度比約５１万円減の１８２万２,３３２

円となっております。 

  一方、歳出の支出済額合計は１５億２,６１０万５７０円、前年度比約７４０万円
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の増となっております。この要因は、３款、地域支援事業費の増、５款、諸支出金の

過年度国庫返還金が増額となったためで、収支差引きは６,９６５万６,４３３円とな

っております。 

  次に、４１０、４１１ページをお開きください。 

  後期高齢者医療保険特別会計ですが、歳入の収入済額合計は１億６,５１３万７,６

３９円、前年度比約９０万円の減とほぼ横ばいです。なお、後期高齢者医療保険料の

収入未済額は、前年度比約２万円増の２０万１,３５０円となっております。 

  次に、歳出の支出済額合計は１億６,１８６万３,６８９円、前年度比約６０万円減

のほぼ横ばいで、収支差引きは３２７万３,９５０円となっております。 

  次に、４１２、４１３ページをお開きください。 

  最後に、ニュータウン鬼北の里特別会計ですが、歳入の収入済額合計は６,５６８

万５,６０１円、前年度比約２,０００万円の増となっております。増の要因は、分譲

地売却により、１款、財産収入が約１,７００万円の増となったためです。 

  次に、歳出の支出済額合計は６,５６８万５,６０１円、前年度比約５,４００万円

の増となっております。３款、諸支出金において一般会計へ２,８６２万２,４３１円

を繰り出しており、収支差引きはゼロ円で、ニュータウン鬼北の里特別会計につきま

しては、令和元年度で廃止となっております。 

  以上で令和元年度一般会計及び特別会計の決算の概要説明とさせていただきます。 

  御審議の上、認定を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○水道課長（上田 司君） 

  それでは、議案第５５号、令和元年度鬼北町水道事業会計決算の認定及び剰余金の

処分について御説明いたします。 

  水道事業会計決算書の２ページ、３ページをお開き願います。 

  鬼北町水道事業決算報告書について説明いたします。 

  ３ページの決算額欄のみの説明とさせていただきます。 

  まず、収益的収入及び支出の収入につきまして、総額として４億３,１９１万７,７

６１円で、内訳といたしましては、第１款、第１項、営業収益につきまして２億８,

４１３万２,５７７円で、主に水道使用料でございます。第２項、営業外収益につき

ましては、１億４,７７８万５,１８４円で、内訳といたしましては、一般会計補助金

及び長期前受金戻入れを計上したものでございます。第３項、特別利益の収入はござ

いません。 

  次に、支出につきましては、決算総額で３億３,４５２万２,１８３円でございます。
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営業費用は２億６,６７２万４,８３１円、内訳は配水及び給水費、総係費、減価償却

費でございます。第２項、営業外費用につきましては、６,７７９万７６４円で、企

業債利息、雑支出でございます。第３項、特別損失は６,５８８円、第４項、予備費

につきましては、支出はありませんでした。 

  次に、４ページ、５ページをお開き願います。 

  資本的収入及び支出の収入につきましては、５ページの決算額の総額９,５２５万

２,４００円でございまして、企業債１,２１０万円、第２項、国庫支出金２２５万円

となっております。第４項、他会計負担金といたしまして、一般会計からの負担金８,

０００万円となっております。第５項、工事負担金９０万２,４００円、これは１５

件分の給水施設管理負担金でございます。 

  支出につきましては、総額２億５,８６７万３,５１８円でございまして、１項、建

設改良費につきましては、４,５４６万６,５１５円で、主なものは、配水設備改良費

でございます。第２項、企業債償還金につきましては、２億１,３２０万７,００３円

で、企業債２３件分でございます。 

  資本的収入額が資本的支出額に不足します１億６,３４２万１,１１８円は、減債積

立金２,０００万円、建設改良積立金４,０００万円、当年度分損益勘定留保資金６,

２６１万３,２４２円、繰越利益剰余金４,０８０万７,８７６円で補填いたしました。 

  次に、６ページの損益計算書について説明いたします。 

  損益計算書につきましては、先ほど説明いたしました３ページの決算報告書の金額

から消費税を抜いた金額で作成しております。右端の差引き合計で説明させていただ

きます。 

  営業収益につきましては１８０万８,５５８円の損失、営業外収益では１億５４万

３,０２１円の利益であります。差引き９,８７３万４,４６３円の経常利益でありま

して、当年度の純利益は９,８７２万８,３６３円となっております。これに前年度繰

越利益剰余金、処分済み利益剰余金を合わせました９億４,２４５万４５８円を当年

度未処分利益剰余金として計上しております。 

  ８ページ、９ページをお開きください。 

  剰余金計算書について説明いたします。 

  ８ページの資本金でございますが、当年度末残高は４億７,１６１万６,４７１円と

なっております。 

  ９ページ、資本剰余金合計につきましては、１,２９２万３,１４９円。 

  次に、９ページ、利益剰余金の部でございますが、減債積立金につきましては、前
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年度処分額として、減債積立金に積み立てた額２,０００万円、当年度変動額として、

当年度に取り崩した２,０００万円分でありますので、当年度末残高は計５７０万円

となっております。 

  建設改良積立金につきましては、建設改良に積み立てた金額１,０００万円で、当

年度変動額、建設改良事業に充てるため取り崩しました金額４,０００万円でござい

ますので、当年度末残高は６２６万４円となっており、積立金合計は１,１９６万４

円でございます。 

  未処分利益剰余金につきましては、９億４,２４５万４５８円となっております。 

  資本合計といたしまして、前年度末残高が１３億４,０２２万１,７１９円、処分後

残高につきましては、同額で、当年度変動額が９,８７２万８,３６３円でありますの

で、当年度末残高は１４億３,８９５万８２円となります。 

  次に、８ページの下になりますが、剰余金処分計算書（案）について説明させてい

ただきます。 

  剰余金の処分でございますが、９億４,２４５万４,４５８円の未処分利益剰余金を

計上いたしましたので、減債積立金に２,０００万円を積み立てるとともに、建設改

良積立金に６,０００万円、計８,０００万円を積立てさせていただきます。また今回、

地方公営企業会計制度の改正時に生じましたその他の未処分利益剰余金変動額と、今

まで取り崩した処分済み利益剰余金の合計額でございます７億６,２７１万４,１０１

円につきまして資本金に組み入れさせていただき、処分後残高を９,９７３万６,３５

７円とさせていただきます。 

  次に、１０ページ、鬼北町水道事業貸借対照表について説明いたします。 

  固定資産の有形固定資産は、土地、建物、構築物などの区分ごとに資産の年度末残

高、減価償却累計額、償却未済高を示したものでございまして、当年度末の固定資産

合計額は、右端の４７億２,４５１万３,３４４円となっております。流動資産につき

ましては、現金預金、未収金、貯蔵品等で流動資産合計は２億８２３万５,６２３円

となっております。これらを合わせました資産の合計は、４９億３,２７４万８,９６

７円でございます。 

  １１ページをご覧ください。 

  負債の部につきまして説明させていただきます。 

  固定負債は、合計額が１７億８,１６１万２,３６７円でございます。流動負債は、

合計で２億２,２４７万７６６円です。繰延収益につきましては、長期前受金と長期

前受金収益化累計額でございまして、合計額が１４億８,９７１万５,７５２円でござ
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います。負債合計は３４億９,３７９万８,８８５円となっております。 

  次に、資本の部について説明いたします。 

  資本金につきましては、自己資本金が４億７,１６１万６,４７１円でございます。 

  １２ページに移りまして、剰余金につきましては、資本剰余金及び利益剰余金で、

剰余金合計が９億６,７３３万３,６１１円となっております。資本金と剰余金を合わ

せました資本の合計が１４億３,８９５万８２円でございますので、負債資本の合計

額が４９億３,２７４万８,９６７円となっております。 

  次の１３ページ以降につきましては、今まで説明いたしました決算附属書類として

費用明細書等及び事業報告書を載せておりますので、お目通しをお願いいたします。 

  また、未処分利益剰余金９億４,２４５万４５８円のうち、７億６,２７１万４,１

０１円の処分につきましては、地方公営企業会計制度の改正に伴い、生じました未処

分利益剰余金変動額が３億７,６９６万５,７５１円、改正後、今まで取り崩しました

処分済み利益剰余金が３億８,５７４万８,３５０円となっております。今回、この現

金の裏づけのない未処分利益剰余金を資本金に組み入れることで、剰余金計算書の未

処分利益剰余金について、実際に使用可能な金額が表示できるものと考えております。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇保健介護課長（芝 達雄君） 

  続きまして、議案第５６号、令和元年度鬼北町病院事業会計決算の認定について説

明いたしますので、病院事業会計決算書の１ページ、２ページをお開きください。 

  鬼北町病院事業会計決算報告について説明いたします。 

  項別の決算額とその主な内容についての説明とさせていただきます。 

  まず、収益的収入及び支出のうち収入についてでありますが、第１款、第１項、医

業収益は６億１,６６０万６,５３２円でありまして、主に入院収益と外来収益であり

ます。 

  第２項、医業外収益２億９,０４９万５,００８円につきましては、他会計負担金と

補助金、長期前受金戻入れが主なものであります。 

  第３項、附帯事業収益３,０５２万５,１２４円につきましては、訪問看護ステーシ

ョン収益であります。 

  第４項、特別利益３８万７,９８７円につきましては、過年度損益修正益でありま

す。 

  次に、支出についてでありますが、第１款、第１項、医業費用は９億７３６万４９

１円でありまして、病院事業の運営に要した経費と減価償却費が主なものであります。 
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  第２項、医業外費用３６５万９,２３４円につきましては、企業債償還金利息及び

雑損失であります。 

  第３項、附帯事業費用３,２６９万７,９１９円につきましては、訪問看護ステーシ

ョンの運営に要した経費であります。 

  第４項、特別損失３６３万３,６７７円につきましては、過年度損益修正損であり

ます。決算額３６３万３,６７７円のうち現金の支出を伴わない経費で、予算額を超

過して支出した額は３４３万２,６７７円であります。 

  次に、３ページ、４ページにまいりまして、資本的収入及び支出のうち収入につい

てでありますが、第１款、第１項、企業債はゼロであります。 

  第２項、他会計負担金４３２万５,０６６円につきましては、起債償還金に係る一

般会計からの繰入金であります。 

  次に、支出についてでありますが、第１款、第１項、建設改良費、第２項、固定資

産購入費はゼロであります。 

  第３項、企業債償還金８６５万１３２円につきましては、企業債元金分であります。

資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額４３２万５,０６６円につきまして

は、過年度分損益勘定留保資金で補填をいたしました。 

  次に、５ページの鬼北町病院事業損益計算書について説明いたします。 

  医業損益につきましては、２億９,０４９万９,４１１円の損失、医業外収益は２億

８,６５９万９,１００円の利益であります。経常損益は３９０万３１１円の経常損失

であります。また、附帯事業収益の訪問看護ステーション収益につきましては、２１

８万５,２７４円の附帯事業損失となっておりまして、当年度の純損失は９３３万６,

６７０円となっております。 

  次に、７ページ、８ページの剰余金計算書についてでありますが、前年度未処理欠

損金３億６,７０３万５,２００円に、先ほどの当年度純損失を加え、当年度未処理欠

損金は３億７,６３７万１,８７０円となります。 

  次に、９ページをお開きください。 

  令和元年度鬼北町病院事業欠損金処理計算書（案）について説明いたします。 

  令和元年度におきましては、３億７,６３７万１,８７０円の未処理欠損金が生じま

したので、同額を翌年度に欠損金として繰越しするものであります。 

  次に、１０ページの鬼北町病院事業貸借対照表について説明いたします。 

  まず、資産の部についてでありますが、固定資産合計は１４億２,５２０万１００

円、流動資産合計は１億１,１７９万８４１円でありまして、資産合計は１５億３,６
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９９万９４１円であります。 

  次に、１１ページにまいります。 

  負債の部についてでありますが、固定負債合計は１億６３９万９,０９２円、流動

負債合計は３,６５０万２,８６８円であります。繰延収益合計につきましては、９億

８,１１１万２,１６２円の繰延収益でありまして、負債合計は１１億２,４０１万４,

１２２円であります。 

  次に、１２ページにまいりまして、資本の部についてでありますが、資本金はゼロ

円。剰余金合計は４億１,２９７万６,８１９円、資本合計は４億１,２９７万６,８１

９円でありまして、負債資本合計は１５億３,６９９万９４１円であります。 

  次に、１３ページにまいりまして、キャッシュ・フロー計算書についてであります

が、業務活動によるキャッシュ・フローと投資活動によるキャッシュ・フロー及び財

務活動によるキャッシュ・フローに分けております。資金期末残高は１,１７９万５,

５３３円であります。 

  次のページ以降につきましては、費用明細書等を示しておりますので、お目通しを

お願いいたします。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（渡邊眞次君） 

  日程第３、議案第４５号から日程第１４、議案第５６号までの１２件については、

９月２４日に改めて審査を行うこととします。 

  これに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊眞次君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、日程第３、議案第４５号から日程第１４、議案第５６号までの１２件

については、９月２４日に改めて審査を行うことに決定しました。 

  ここで、しばらく休憩します。 

  再開を１０時３０分とします。 

休憩 午前１０時１５分 

                           

再開 午前１０時３０分 

○議長（渡邊眞次君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 
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  日程第１５、議案第５７号、令和２年度鬼北町一般会計補正予算（第５号）につい

てを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１５、議案第５７号、令和２年度鬼北町一般会計補正予算（第５号）につい

て、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正における歳出の主なものといたしましては、人事異動等に伴う人件費の

調整、新型コロナウイルス感染症関連事業、公共施設等整備管理基金積立金、災害復

旧工事請負費等を追加計上するものであります。 

  また、歳入につきましては、事業実施に伴う特定財源のほか、地方交付税、繰越金

等を追加計上するものであります。 

  この結果、歳入歳出それぞれ１０億８２０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を９

５億６,７９０万円とするものであります。 

  地方債補正におきましては、災害復旧事業、過疎対策事業及び臨時財政対策債につ

いて限度額の変更を行うものであります。 

  詳細につきましては、総務財政課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○総務財政課長（高田達也君） 

  それでは、第１条の歳入歳出予算の補正について説明いたします。 

  今回の補正につきましては、令和２年４月１日付人事異動に伴う人件費について所

要の調整を行っておりますが、これらにつきましては、説明を省略させていただき、

主なものについて説明いたします。 

  最初に、今回の補正予算で計上しております新型コロナウイルス感染症関連事業に

ついて、議案第５７号資料で説明させていただきます。 

  Ａ３の資料を御用意ください。資料には、予算書ページと款項目節及び説明欄につ

いて記載しておりますので、予算書と併せてご覧ください。 

  主な事業について説明いたします。 

  ２番、鬼プレミアム商品券販売事業、これはプレミアム商品券を販売し、消費喚起

及び町内事業者支援を図るもので、２万円分の商品券を１万円で１万組販売するもの

で、事業費２億６５０万円を計上するものです。併せて販売収入として歳入に１億円

を計上しております。 
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  ４番、サテライトオフィス施設整備事業につきましては、コロナ禍の中、働き方改

革の一環として、ワーケーションを導入する企業の動きに対応するため、町内２か所

に拠点施設を整備するもので、事業費７,０４６万円を計上するものです。 

  ５番、近永駅周辺賑わい創出事業は、ＪＲ近永駅舎及びトイレの衛生環境整備等老

朽化対策として、ＪＲ駅舎を改築するための設計委託料８５０万円を計上するもので

す。 

  なお、事業番号４番、５番の事業につきましては、近永駅周辺賑わい創出事業とし

て新たに「目」を新設するもので、展示交流施設アエレールきほくと連携し、ＪＲ駅

周辺を一体的に整備するものです。 

  ７番、高齢者福祉施設感染予防対策事業は、高齢者施設の感染予防対策として、消

毒液、顔認証個別検温システムを整備するため、７８１万１,０００円を計上するも

のです。 

  １１番、コロナウイルス対応保険業務オンライン環境構築業務は、現在、住民を対

象に実施しております集団保健指導や個別相談をオンラインでも実施可能とするため、

Ｗｉ－Ｆｉ環境、タブレット等の機器購入費として７０４万円を計上するものです。 

  １３番、農地保全推進事業は、鬼北町農業公社による農業受託作業を効率的に実施

し、コロナウイルスで影響のある農家を支援するため、水稲防除用ヘリ等の農業機械

購入費として３,５２１万６,０００円を計上するものです。 

  １４番、木材価格緊急対策事業は、新型コロナウイルスの影響を受け、価格が下落

した木材に対し補助を行うもので、１,４１０万円を計上するものです。 

  １５番、飲食店支援スタンプラリー事業は、現在実施しています飲食店支援スタン

プラリーについて１００万円を追加計上するものです。 

  １６番、新型コロナウイルス感染症対策基金事業は、新型コロナウイルス感染症対

策資金に係る利子補給金について、令和３年度以降の補給金について基金に積み立て

るもので、１,３３０万円を計上するものです。 

  １７番、レンタサイクル整備事業は、新型コロナウイルス感染症収束後の観光誘客

に向け、密を回避した分散外向型観光手段として、また、ワーケーション等の来訪者

の移動手段としても活用できるレンタサイクルを導入するもので、自転車を整備する

ため、１,０８５万２,０００円を計上するものです。 

  ２１番、避難所空調設備整備事業は、コロナ禍で避難環境を改善するため、指定避

難所８か所に空調設備を整備するもので、６,９９１万４,０００円を計上するもので

す。 



－138－ 

  ２４番、避難所施設感染症防止対策事業は、災害時、地域の避難所として使用して

おります集会所等の衛生環境改善のため、トイレの洋式化等の整備費用として１,０

００万円を計上するもので、本事業は県２分の１、町２分の１の事業でございます。 

  ２５番、大学生等生活応援給付金事業は、新型コロナウイルス感染症拡大により生

活への影響を受けた大学生等の修学継続を支援するため、保護者に対し、支援金とし

て１０万円を支給するもので、３,０００万円を計上しております。 

  ２８番、オゾン発生器購入事業は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、町

内小・中学校にオゾン発生器を整備するもので、１,２２５万円を計上するものです。 

  ３１番、学校給食センター空調設備整備事業は、現在給食センター厨房は空調設備

を整備しておらず、感染防止と衛生環境整備のため、空調設備整備事業費として３,

１３５万円を計上するものです。新型コロナウイルス感染症関連事業の総事業費は、

５億７,４０５万９,０００円であります。 

  次に、当該事業の財源内訳でございますが、下表の資金計画にありますように、新

型コロナウイルス感染症対応地方臨時交付金として２億６,９６３万８,０００円、国

庫補助金として４０９万８,０００円、県補助金として５００万円、プレミアム商品

券販売収入として１億円、一般財源を１億９,５３２万３,０００円を見込んでおりま

す。 

  以上で新型コロナウイルス感染症事業の予算説明を終わります。 

  続いて、補正予算の主なものについて説明させていただきます。 

  １２ページをお開きください。 

  ２款、１項、５目、財産管理費、２４節、公共施設等整備管理基金積立金５,３２

０万円を計上するもので、積立て後の基金高は約８億円を見込んでおります。 

  １３ページ、２款、１項、９目、防犯対策費、１８節、防犯灯設置補助金２３２万

円は、地域で管理いただいております防犯灯のＬＥＤ化に要する経費を補助するもの

です。 

  １５ページ、３款、１項、５目、障害者福祉費、１９節、障害者自立支援医療費２

８０万円は、更生医療に要する経費を追加計上するものです。 

  １８ページ、５款、２項、２目、林業振興費、１８節、森林管理推進センター負担

金５,３１０万１,０００円は、森林組合事務所建築に伴う南予森林管理センターに係

る鬼北町負担分を計上するものです。 

  ２０ページ、７款、１項、１目、土木総務費、１８節、老朽危険空家除去事業補助

金３２０万円は、４件分を追加計上するものです。住宅リフォーム事業補助金は、町
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単独事業として要件を満たした住家に対し、２０万円を限度にリフォーム経費を補助

するものです。 

  ７款、２項、１目、道路維持費、１４節、道路補修工事請負費２,７９０万円は、

町道防護柵設置工事を計上するものです。 

  ２４ページ、９款、４項、４目、文化費、１２節、設計業務委託料１,０１０万９,

０００円は、等妙寺旧境内平たん部Ａ及び展望場整備工事設計費を計上するものです。

１４節、等妙寺旧境内保存整備工事請負費７２５万７,０００円は、展望デッキ整備

に要する経費を計上するものです。 

  ２５ページ、１０款、１項、２目、林道施設災害復旧費、１４節、災害復旧工事請

負費２億６,０００万円は、林道災害復旧工事２件を計上するものです。 

  次に、歳入の主なものについて説明いたします。 

  ８ページをお開きください。 

  ９款、１項、１目、地方交付税、１節、普通交付税１億７,８８７万４,０００円は、

普通交付税等算定結果により増額交付されるものです。 

  １３款、２項、１目、４節、総務費国庫補助金２億６,９６３万８,０００円は、新

型コロナウイルス感染症対応地方臨時交付金として追加交付されるもので、１、２、

３号補正と合わせ３億９,０９８万１,０００円となります。 

  ９ページ、同項、８目、３節、史跡等保存整備国庫補助金９００万円は、等妙寺旧

境内保存整備に対する補助金です。同５節、学校保健特別対策事業費国庫補助金３０

６万４,０００円、６節、学校保健特別対策事業費国庫補助金１０３万４,０００円は、

町内小・中学校で新型コロナウイルス感染症対応事業に対する補助金です。 

  １４款、２項、９目、２節、林道施設災害復旧費県補助金２億５,６６２万円は、

林道災害復旧工事に対する補助金です。 

  １０ページ、１７款、２項、９目、１節、森林環境譲与税基金とりくずし１,９４

０万円は、南予森林管理推進センターに係る鬼北町負担分５,３１０万１,０００円に

充てるものです。 

  １８款、１項、１目、１節、前年度繰越金１億６２９万１,０００円を計上するも

ので、前年度からの決算剰余金です。 

  １９款、５項、１目、３５節、プレミアム商品券販売収入１億円は、新型コロナウ

イルス感染症関連事業のうち、プレミアム商品券事業の販売収入を計上するものです。 

  ２０款、１項、１目、１節、臨時財政対策債６６２万７,０００円については、普

通交付税算定結果により増額するものです。 
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  以下の町債については、対象事業についてそれぞれ計上するものです。 

  次に、第２条の地方債の補正について説明いたします。 

  ５ページをお開きください。 

  第２表の地方債補正は、２の災害復旧事業、６の過疎対策事業、７の臨時財政対策

債について、補正後の限度額をそれぞれ増額するものです。起債の方法、利率、償還

の方法については、補正前に同じです。 

  次に、給与費明細書について説明いたします。 

  ２７ページをご覧ください。 

  ２、一般職について説明いたします。比較の欄の説明とさせていただきます。 

  補正の主な理由は、人事異動に伴う給与費、共済費の増によるものです。職員数１

人の増は、新型コロナウイルス感染症関連事業に伴う会計年度任用職員の増です。報

酬５１万２,０００円の増、給料１８５万３,０００円の増、職員手当１５０万２,０

００円の減であります。職員手当の内訳につきましては、下表の職員手当の内訳のと

おりでありますので、お目通しをお願いいたします。共済費は１９３万３,０００円

の増で、総額２７９万５,０００円の増でございます。 

  ３０ページ、（２）の給料及び職員手当の増減額の明細以降につきましては、説明

を省略いたしますので、お目通しをお願いいたします。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（渡邊眞次君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

○５番（赤松俊二君） 

  それでは、何点かちょっと質問させていただきます。 

  このＡ３のやつで、ちょっと何点かお聞きしたいなと思っております。関連がある

かもしれませんが、まず、はじめに、１枚目はぐっていただいて、番号１４番、この

町内の森林から間伐材を指定市場への出荷、この指定市場というのは、どこ、町内の

指定市場、その出荷場所と。 

  それと２１番、この避難所空調設備整備事業、これにつきましては、これは空調の

設備でありますが、関連でちょっと質問したいと思いますが、電源に係る経費、これ

については空調に係る電源の経費だと思いますが、この空調とは別に、各体育館の照

明、これについてはかなり古くなっており、昔の水銀灯等が入っておりますので、そ
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ういったところを見直す上で、そういった電源に係る経費については、そういったと

ころも含めた電源工事をされたほうがいいのではないのかなと。特に日吉中学校、日

吉トレーニングセンター、そういった指定避難所にもなっておりますので、そういっ

たことも見据えた上での工事をしていただきたいというか、そういう考えはないのか

お伺いいたします。 

  それと２４番、集会所の衛生環境整備に対する補助の１０か所、この１０か所はど

こか場所を教えていただければと思います。 

  最後になりますが、２５番、大学生の生活応援給付事業、これについての対象者、

この３００人という対象者、この対象者というのは、どういう対象者なのか。今年度

コロナが２月、３月に、まあ言うたら、このコロナ感染症が始まったわけですけども、

今年度のそういった２月、３月の方の修学支援、そういった方に対しての対象者にも

なっているのか、そういう点。 

  それと、もう１点、申し訳ないです。こっちの１３ページの２款、１項、９番、防

犯灯対策。これについてのＬＥＤ化の補助金、これは大変環境にもいいですし、私も

このＬＥＤ化には賛成なんで、ＬＥＤ化を進めるべきだと思っているんですが、先ほ

ど言った、地域というだけであって、どういうところを対象にされているのか。何か

所、分かればどういう地域をやる。そんな町内全部の箇所をやられるのか。ある程度、

一部地域を限定してやられるのか。 

  その点について、以上お願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  それでは、私もこの分で話をします。 

  まず、１４番の木材価格の分については農林課長が、それから２１番の体育館の避

難所の件については教育課長が、それから２５番の大学生等生活応援給付金につきま

しては教育課長が、２４番につきましては総務財政課長が、最後の２款、１項、９目

の防犯対策につきましても、総務財政課長が答弁をさせます。 

○農林課長（松本秀治君） 

  木材価格の件で、指定市場ということですが、現在、要綱の案のほうはつくってお

るんですが、まだ正式に決定はしておりませんが、今のところ県内の市場に出したも

のについて補助をするというふうに考えております。 

  以上です。 

○教育課長（渡邊 甫君） 

  まず、２１番の避難所の空調設備の電源に関することでありますけども、ここに予
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算計上しておりますのは、エアコンの電源設備のみであります。照明につきましては、

水銀灯、使えなくなっておりますので、今後、ＬＥＤ化を考えて、体育館はいっぱい

ありますので、また計画的にやっていきたいと考えております。 

  それから、２５番の大学生の生活応援給付金でありますけども、この対象人数３０

０人でありますが、正直申しますと、正確には把握できませんので、平成３１年度の

高校卒業者の就職率が約２割であります。町内における現在の１８歳から２２歳の人

数を調査したところ、３８４人でありましたので、進学率の８割を乗じまして３００

人と推定をしております。なお、対象者でありますけども、現在、大学生、または専

門学校に現時点で行っている生徒を対象としております。 

  以上です。 

○総務財政課長（高田達也君） 

  それでは、２４番の避難所施設感染症対策事業でございますが、これは県の補助事

業でございまして、１００万円を限度に補助をするものでございますが、１０か所に

つきましては、現在、各自主防、また地区の方に募集をかけておりまして、今要望を

取りまとめさせていただいているところでございます。ただ、要望件数がかなりござ

いますので、内容を精査した中で自主防、協議会とも協議をして、補助の内容であり

ますとか、対応等も含めて検討をさせていただきたいと考えております。 

  次に、街路灯の補助でございますが、街路灯、現在更新する、修理するのに、大体

２万円前後かかっております。対象でございますが、地区、各部落で管理をされてい

る部落が電気代を払っている街路灯があると思われますが、この街路灯について、順

次ＬＥＤ化を図っていけたらと考えております。現在の街路灯、年間大体４,０００

円ぐらいかかっておると聞いておるんですが、このＬＥＤ化によって２,０００円、

大体半額になるということで、順次ＬＥＤ化を図っていきたいと考えております。現

在、これにつきましても、この予算が可決されましたら、各地区の方に御案内をさし

あげて、現在、町のほうでも部落管理の街路灯が何個あるか正確に把握をしておりま

せんので、その調査を含めて検討というか、調査を含めて募集をかけさせていただく

予定にしております。その募集結果を含めて、今年度２３０万円を計上しております

が、大体１００個程度できるかなと考えておるんですが、来年度以降の予算も追加計

上をさせていただいて、順次、古いところから更新ができればと考えております。 

  以上です。 

○５番（赤松俊二君） 

  今ほどの防犯灯の対策についてですが、今ほど地区で１００個、地区も今大変、地



－143－ 

区内でも街灯については旧蛍光灯なんで、なかなかＬＥＤ化するのに２万円ほどかか

って、なかなか年間１０灯かな、あまり予算がない上で、こういった各地区において

やっていただくのは大変ありがたいと思うんですが、今後、町の管理しておる、これ

は地区で電気代を納めておるということでありますが、今後、町が管理しておるＬＥ

Ｄ、それについても随時推進をしていく考えでしょうか。 

  以上です。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  見直しをいたしまして、随時やるように予定しております。 

○５番（赤松俊二君） 

  了解。 

○７番（芝 照雄君） 

  予算書で１３ページ、Ａ３のやつでは、まず番号で言いますと、２番、４番、５番

で、まずプレミアム商品券の運営準備基本委託料６５０万円と、その内容に触れるん

ですけど、まず、この委託先と商品券を発行した場合の使える業種の範囲を教えてい

ただきたいと思います。 

  それと、１７目の賑わい創出、これは多分、先ほど説明がありましたが、新設らし

いんですけど、これ、もう少し具体的に詳しく内容を教えていただきたいと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  このＡ３の資料におきます、２番、鬼プレミアム商品券の案件、また４番のサテラ

イトオフィス施設整備事業、及び５番、近永駅周辺賑わい創出事業、この４点につき

まして、いずれも企画振興課長のほうから答弁をさせます。 

○企画振興課長（二宮 浩君） 

  まず、６５０万円の委託先、また使える業種というふうな御質問であったと思いま

すけれども、委託先につきましては、一応商工会のほうを考えております。内容等に

つきましては、商工会のほうにお願いをするのは、商品券の印刷であったり、ＰＲ冊

子、それからのぼり旗、そういったものについてを商工会に委託をし、あと発券につ

いては、町のほうでやるというふうなことで現在考えております。 

  商品券の使える業種でございますけれども、基本的に今スタンプラリー補助金につ

きましては、飲食店というふうなことでやらせていただいておりますけれども、今回

の商品券につきましては、土木事業であったり、建築事業であったり、様々な鬼北町

内における企業で使えるように、そうさせていただいたらというふうなことで現在検

討させていただいております。 
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  次に、１７目の賑わい創生事業、これは全ての説明を求められとるということでよ

ろしいんでしょうか。 

○７番（芝 照雄君） 

  はい。 

○企画振興課長（二宮 浩君） 

  それでは、まず設計監理委託料５８２万円、それと１４節の６,０００万円、これ

につきましては、サテライトオフィス改修工事に係る６,０００万円の工事費とその

５８２万円は、サテライトオフィス分の設計監理委託料の分でございます。内容につ

きましては、昨日、町長のほうも別件の質問で答弁をさせていただいたと思いますけ

れども、今現在、全国的に企業が遠隔地において本社の一部を移転して事務を行った

り、そうしたら、また、そういった居住地を構えたりというふうなサテライトオフィ

スの展開しております。これは政府、県についても推進をしておるところでございま

すけれけども、あるゆる公共団体が、今回、こういった施設を整備するというふうな

ことで増えているところではございます。 

  今回、鬼北町におきましては、近永地区内の２か所の空き家を改修する予定で、改

修費用６,０００万円を組んでおります。内容につきましては、現在、リモートとか、

ズームで、コロナ禍の中、そういった事務事業が都市部で進んでおりますけれども、

そういった形の従業員さんが、都市部から、こちらの鬼北町に来ていただいて働くオ

フィスをまず整備する予定でございます。併せて、その方々が寝泊まりする宿泊所も

同時に兼用で整備するというふうなことで、整備費用６,０００万円計上しておりま

す。 

  運用につきましては、現在、鬼北町においても、企業そのものは全国的にあまり存

じ上げておりませんので、そういった企業に対するＰＲ、そういった広告、現地視察

というふうなもののための予算として、そこにあります誘致企画業務委託料２００万

円を計上いたしております。 

  最終的には、ワーケーション、いわゆる夏休みであったり、企業の研修をまず先に

やって、最終的にサテライト企業そのものがこちらに移ってきていただいて、事業を

展開していただくというふうなことを目的として、サテライトオフィス業務工事請負

費を計上いたしておるところでございます。 

  あと８５０万円につきましては、先ほど総務財政課長が、コロナ補助金の中で御説

明いたしましたとおり、近永駅を改修する目的で計上しております設計費でございま

す。近永駅につきましては、現在、予土線の廃線存続というふうなことでいろいろ問
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題視されておりますけれども、まだまだ近永駅については、存続をしていかないけな

いというふうなことで計画をさせていただいております。 

  内容につきましては、以前、２年前、近永駅のトイレの改修を予算計上させていた

だきましたけれども、その折には、ＪＲ四国側のほうから、近永駅の譲渡の話であっ

たり、耐震化ができていないので、最終的には改修を早急にしなければならないとい

うふうな条件がつきまして、トイレの予算は取下げさせていただきましたけれども、

今回、改修におきましては、そういったトイレの改修も含めた上でやっていきたいな

というふうに考えております。また、待合室につきましても、現在、夏は暑い冬は寒

いというふうな状況でございますので、そういった施設も改修をしていく。そして、

また最終的に憩いの場というふうなことで考えております。 

  現在、宇和島から予土線窪川まで２２駅あるわけなんですけれども、その中で、宇

和島駅と窪川駅を除いた２２駅の中の３番目に鬼北町の近永駅は利用、乗降客が多い

という状況でございます。年間６万人ぐらいで、月に直せば、月じゃないですね。３

６５日あれば１７０人ほど１日利用していただいとるという状況でございます。主に

北宇和高校生が１３０人ほどおりますので、北宇和高校生が非常に利用をいただいて

おるということで、そういった北宇和高校の存続に向けても、そういった近永駅の改

修そのものについては、やっていくべきではないかというふうなことで考えておりま

すし、あと今、近永賑わい創生事業を展開しておりますけれども、駅周辺の商店街の

方々、一般の方、そういったプロジェクトチームからも、駅の改修については提案が

出ておりますので、そういった意味で、今回、近永駅の改修設計予算を上げたという

ことで御理解いただいたらというふうに思います。 

  以上です。 

○７番（芝 照雄君） 

  内容的には大体分かったんですけど、４番のサテライトオフィス改修工事費、これ

空き家２件分の改修費だと言われましたけど、ただ単純に考えると、１件当たり３,

０００万円、十分新築が建つ金額なんですけど、ちょっともう少し教えていただいた

らと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  企画振興課長のほうから答弁をさせます。 

○企画振興課長（二宮 浩君） 

  おっしゃるとおりでございまして、３,０００万円、１件当たりにすれば新築が建

つというふうなことで言われておるわけでございますけれども、あくまでも概算見積
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りをさせていただいております。１件は近永の町なかで、もう１件は奈良のほうの空

き家を、まだそこは申し上げることはできませんけども、提案をさせていただいてお

りますけれども、先ほど申し上げましたように、事務所兼宿泊等というふうなことで、

それぞれ宿泊施設をつくるに当たって部屋を間仕切りしたりとか、オープンのスペー

スではございませんので、そういった感じを設計上、若干設計費が上がっているのか

なというふうに考えております。 

○７番（芝 照雄君） 

  そうしたら、それは、また了解ということで。 

  それと、あと予算書の２１ページ、７款、２項、２目のうちの道路新設改良費の設

計委託料、これ、どこの路線を計画されておるのか。 

  それと２５ページ、１０款、１項、２目の林道施設災害復旧工事費２億６,０００

万円、これ２件分言われましたけど、これは西日本豪雨の災害なのか、近年の台風の

災害の被害なのか、それと路線がどこなのか教えていただきたいと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  土木、農林、それぞれ建設課長と農林課長のほうから答弁をさせます。 

○建設課長（上田 司君） 

  ただいま御質問のありました、２１ページの１２節の委託料でございますが、この

委託料につきましては、永野市にあります町道工場前線に伴う測量設計委託料を予定

しております。 

○農林課長（松本秀治君） 

  林道災害なんですが、これは７月豪雨災害で、林道広見日吉線１号箇所と３号箇所

につきまして、１号箇所は、また新たな崩落が起きたということと、３号箇所につき

ましては、上部で亀裂が拡大しておりまして、それにつきまして国、県と協議をいた

しまして、重要変更ということで工事を実施するということであります。 

○７番（芝 照雄君） 

  道路新設は分かりました。 

  災害復旧の件なんですけど、この議員の中でも建設関係が３人おられますけど、そ

の方は大概内容的に分かっておると思いますけど、あとの方は多分、どこの路線か、

どういう仕事の内容なのかというのが分からないと思うんですよ。以前は図面とかを

添付していただいておったんですけど、今回は添付なしということなんで、また後か

らでもいいので皆さんに配付をしていただけないでしょうか。 

○町長（兵頭誠亀君） 



－147－ 

  副町長のほうから答弁をさせます。 

○副町長（井上建司君） 

  今ほどの件なんですけども、予算の提案のときには、図面は恐らく災害復旧工事の

それぞれについて、つけた覚えはないんですけれども、必要とあればまた提出をさせ

ていただきますということで、よろしいでしょうか。 

○７番（芝 照雄君） 

  了解。 

○議長（渡邊眞次君） 

  それでは、後刻、提出をお願いします。 

○２番（中山定則君） 

  説明関係資料のほうで、今ほど芝議員のほうから質問があったんですが、もう一度、

２番の鬼プレミアム商品券のことなんですが、新聞報道によると、町民１人１枚の引

換券を配布し、各公民館に持参すれば購入できるように調整している。販売期間は１

１月１４日から１２月３１日。利用期間が１２月１日から２０２１年２月２８日を予

定しているという報道がされております。 

  委託予定を商工会にされているようですが、前回プレミアム商品券をやったときに

商工会での、これ公民館ということなんですが、委託先での購入というのは考えられ

ないのか。それと、販売期間１１月１４日、２か月後なんですが、もう少し早くでき

ないか。２番については、その点です。 

  それと、資料の５番の近永駅の関係なんですが、前にもあったトイレの改修のとき

と同じなんですが、ＪＲとの協議はされているのか。それと、設計料として組まれて

ます。これも新聞報道で木造のもあるんですが、失礼しました。説明資料にあるんで

すが、木造ということなんですが、今の駅舎の改修でどれぐらいの規模にされるのか。

木造平家建てなのか。それと、待合室、トイレ、管理事務所が今あると思うんですが、

観光案内所とか、そういうスペースとかは考えられている設計に盛り込まれる予定な

のか。設計料なんで、ここ実際に駅舎を改修する予定として監理料を組んだり、工事

請負費を組まれると思うんですが、その予定について、この駅については、以上お聞

きします。 

  それと、資料で２９番の学校保健特別対策事業費補助金、この内容について、学校

における感染症対策を徹底しながら、児童及び生徒の学びの保障をする体制の整備を

促進するため、学校教育活動の再開を支援するについて補助金ということで、中学校、

小学校に出ているんですが、この内容、どういうことに使われるのかについて説明を
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お願いします。 

  それと、予算書のほうで、１８ページの５款、１項、３目の１８節、新規就農機

械・施設整備費補助金３００万円。それと、これ説明あったかもしれないんですが、

２０ページ、７款、２項、１目、１４節、道路補修工事請負費、町道の防護さくと言

われましたが、どこ、町道名についてお願いします。 

  それと、すみません。ページが戻るんですが、１７ページ、４款、１項、８目、病

院費の１４節の工事請負費１７０万円、北宇和病院案内板設置工事請負費、この工事

内容。 

  以上を質問します。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  Ａ３の資料の２番、５番につきましては企画振興課長が、それから順番に、２９番

につきましては教育課長が、それから予算書のほうの７款につきましては建設課長が、

５款の分につきましては農林課長が、それから４款の分にほうにつきましては保健介

護課長が説明をさせます。 

○企画振興課長（二宮 浩君） 

  まず、新型コロナウイルス感染症関連事業の２番、５番について、私のほうで答弁

させていただいたらと思います。 

  まず、鬼プレミアム商品券の販売期日でございますけれども、新聞報道では１１月

１４日から１２月３１日で、活用が１２月１日から２月２８日というふうなことで報

道をいただいております。その報道の際、新聞記事の際には、予定というふうなこと

で記述していただいておりますので、現在まだ流動的に今計画を練っているところで

ございますが、ただ、あと販売先についても、公民館等というふうなことで記載され

ておったと思います。 

  御質問の委託先での購入販売ができないかというふうなことでございますけれども、

現在、予定しております商工会等につきましては、第３号補正か４号補正でやりまし

た、スタンプラリー補助券等の委託事務を行っていただいております。そういった関

係で相当な事務量が発生しておりますので、今回のこの発券事務であったり、購入事

務であったりをお任せしますと、仕事量も増えておりますので、最初の事務的なもの

については商工会にお願いをし、発券事務については町のほうでやろうというふうな

ことで、この分については、お互いの話合いの中で決定をしております。まだ商工会

に最終決定はしておりませんけども、発券事務については、町のほうでやるというこ

とです。あと発券につきましては、鬼北町役場と日吉支所を予定させていただいてお
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ります。様々な地域は、あと５地区、６地区ありますけれども、この公民館単位にも

最終的には回っていくというふうなことで、随時開いているのは日吉支所と鬼北町役

場は随時開けてお待ちをしようというふうなことで、今現在、そういった計画で考え

ているところであります。 

  次に、駅のほうでございますけれども、まず、第１番目のＪＲとの協議はしている

のかというふうなことでありますけれども、ＪＲとの協議は再三再四やらせていただ

いております。現在、先ほど芝議員のところで答弁しましたように、譲渡の関係もご

ざいますので、そういった関係で、この駅の改修の件についても、同じく協議をさせ

ていただいているところでございます。 

  あと平家なのか、木造なのかというふうなことでございますけれども、これはまだ

設計ができておりませんけども、あと観光案内所は設けるのかというふうな御質問だ

と思いますけれども、これにつきましても、先ほど申し上げました、近永賑わい創生

プロジェクトチームというか、プロジェクトを立ち上げております。そういった中の

御意見もいただきながら、平家にするか、２階建てにするか、観光案内所を設けるか

というふうなことも協議をしながら、まずは基本設計を立ち上げたいと思います。そ

して、基本設計を立ち上げた後に、ＪＲ側が話をしてほしいということでしたので、

というのは２階建てにした場合、線路に倒れてはいけないというふうな相当な基準が

ございまして、そういったことも話し合った中で、ＪＲ側と最終的な実施設計を立ち

上げていくというふうな計画でおります。 

  あと工事の予定でございますが、工事の予定は、今年度中に実施設計の予定でござ

いますので、工事の発注は来年度以降になろうかというふうに考えます。 

  以上です。 

○教育課長（渡邊 甫君） 

  それでは、２９番の学校保健特別対策事業費補助金についてでありますけども、こ

の事業は、国庫補助事業として実施されるものであります。メニューが幾つかありま

して、そのうち２つ、当町では取り組みます。 

  まず、１つ目としましては、学校再開に伴う感染症対策学習保障等に係る支援事業

であります。これは補助率２分の１で、１校当たりの限度額が５０万円であります。

予算的には、小学校費で６３０万円、中学校費で２１０万円であります。事業費別で

１００万円を学校に交付する予定であります。使用する内容でありますけども、学校

に要望を聞いたところによりますと、現在考えているのは、顔認証型の体温計、大型

ファン、足踏み式消毒スタンド、ハンドル式の水道蛇口への交換、それから学習ドリ
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ルプリント類を購入するということを聞いております。 

  それから、もう一つのほうが、感染症対策のためのマスク等購入支援事業でありま

す。これは小学校費で１２万９,０００円、中学校費で６万８,０００円であります。

これは１人当たり３４０円の補助対象経費であります。これにつきましては、消毒液

を買う予定としております。 

  以上です。 

〇保健介護課長（芝 達雄君） 

  それでは、私のほうから、予算書１７ページの北宇和病院案内板設置工事請負費に

ついて御説明をさせていただきます。 

  北宇和病院を中心として主要な国道、県道の箇所で案内板がない箇所が数か所分か

りましたので、その箇所３か所を予定をしております。 

  構造的には、既存の道路標示等を利用して、そこの下のほうにつり下げるもの、ま

たは構造計算上、重量等の制限がもうオーバーするものについては、看板の表示と支

柱で新設するように予定をしております。 

  以上です。 

○農林課長（松本秀治君） 

  それでは、１８ページ、５款、１項、３目、１８節、新規就農機械・施設整備費補

助金につきましてですが、これにつきましては、現在、農業公社のほうで１名研修を

受けていただいております。この方が４月に就農するという予定でありますので、鬼

北町新規就農促進規則に基づきまして、この方につきまして、青年研修コースという

ことで、農業機械・施設整備及びリース事業に対して事業費の６０％以内、または３

００万円のいずれかの低い額を補助するということになっておりますので、この規則

に基づいて補助するものであります。 

  以上です。 

○建設課長（上田 司君） 

  ２０ページになります。７款、２項、１目、１４節、工事請負費の内訳でございま

すが、２,７９０万円の内訳につきましては、町道成川線防護さく設置工事に２,６４

０万円、町道三間川線三間川２号線へのガードレール設置工事に１５０万円を計上し

ております。町道成川線につきましては、伐採後の山側斜面に多くの転石が確認され、

地元住民、また成川休養センターへのお客様の通行に危険を及ぼしておりますので、

１６５メートルにわたって落石防止さくを設置するものでございます。 

  町道三間川線につきましては、三間川護岸の県の工事でありますが、災害復旧工事
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の際、護岸にありました立木を除去したことで、町道から河川の間に遮るものがなく

なりまして、通行に支障を来しております。車両等落下防止の対策といたしまして、

ガードレールを設置するものです。 

  以上です。 

○議長（渡邊眞次君） 

  中山議員、了承ですか。 

○２番（中山定則君） 

  鬼のプレミアム商品券の販売先、役場、日吉支所、愛治、三島の連絡所はいいと思

うんですが、他の公民館については、公民館活動等もありますし、業務の範囲かなと

いう気がするので御検討いただいたらと思います。 

  それと、近永駅の関係では、トイレについては、あの近辺公衆用トイレがないので、

設計に当たり、今も外か、公衆用トイレ的にはなっているようなんですが、立派なト

イレの計画されたらと思います。それと、その辺りに駐車場のスペースが取れるか、

その辺も今回の設計に当たって御配慮いただいたらと思います。 

  以上です。 

○議長（渡邊眞次君） 

  答弁を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  ２番と５番につきまして、企画振興課長のほうから答弁をさせます。 

○企画振興課長（二宮 浩君） 

  販売先の件、それから駅のトイレ、駐車場の件については、今後検討させていただ

きます。 

○議長（渡邊眞次君） 

  よろしいですか。 

○２番（中山定則君） 

  はい。 

○３番（末廣 啓君） 

  関係資料の１７番、レンタサイクル整備事業についてちょっとお聞きします。 

  まず、この予算書では業務委託料となっていますが、これは業務委託は、交流施設、

総合公園。交流施設というのは、アエレールきほくなのか、道の駅なのかをお伺いし

たいと思います。そちらに、それぞれに業務を委託するのかということと、レンタサ

イクルを何台購入されるのかということと、道の駅三間とかでレンタサイクルをされ
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てますが、そういう施設にどれぐらいの利用度があるのか、参考にされているのかと

いうことと、電動自転車については、乗り慣れない人が思ったよりスピードが出ると

か、下り坂で危険を感じたりするようなことがあると聞いておりますが、そこら辺の

安全的なものは確保できるのか、その何点かをお聞きしたいと思います。よろしくお

願いします。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  参考資料１７番、レンタサイクル事業につきまして、企画振興課長から答弁をさせ

ます。 

○企画振興課長（二宮 浩君） 

  １７番のレンタサイクル導入に関わる業務委託料でございますけども、これは置く

先の業務委託料ではなくて、レンタサイクルを導入する際に、ＰＲ動画を作成する予

定にしております。ドローンを使った動画を作成する予定で、今現在、鬼王丸、柚鬼

媛といった３２０号線を通称鬼街道というふうなことでイメージさせていただいて、

アピールさせていただいておりますけれども、今回、このレンタサイクルを夢産地、

三角ぼうし、成川に、それぞれ６台ずつ導入する予定で、計１８台の予定でございま

す。 

  そういった３２０号線から成川間、そういったところをＰＲ動画を作って、容易に、

要はアシスト電動付自転車でございますので、今、日吉と夢産地から三角ぼうしまで

往復大体４０キロでございますけれども、通常のサイクリングをしますと、大変過密

になるわけですけれども、電動付自転車でありますと、容易に往復できるというふう

なこともありますので、そういったイメージ用のビデオ等を作る業務委託料として、

先ほど御質問があった２２８万３,０００円を計上いたしておるところでございます。 

  あとほかの駅とか松野駅というものを参考しているかというふうなことですけれど

も、一応参考にはさせていただいております。ただ、まだまだ利用が少ないというふ

うな状況は聞いております。そういった意味で、今回、鬼北町においてもそういった

ものを聞いておりますので、もう少し利用ができるようなというふうなことで、そう

いったＰＲビデオも作成しながら推進をしていきたいということで、業務委託料を組

んでおるわけでございます。 

  あと使い方について安全かどうかの点でございますが、恐らく、高齢者とか、幼児

の方が乗られた場合には、危ないのじゃないかというふうな御質問であるというふう

に思いますけれども、確かに電動付自転車は一こぎしますと、一瞬のうちにスタート

しますので、私たちも乗ったときにびっくりしたんですけども、恐らく危ないという
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ふうに思います。そういった件につきましては、今後、安全面の権利のことも含めな

がら、使う場合に高齢者とか、幼児の方は、なるべく使えないようにする基準を設け

るとか、そういったものも検討しながら進めていきたいというふうに考えております。

使えないということにしますと、なかなか利用が少なくなりますので、そういった基

準を考えるということで御理解いただいたらと思います。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  多分、末廣議員さんも自転車を１つの余暇の利用としての分は、なかなかイメージ

がわいてないのかもしれません。私もそうやったんですけども、ただ県がサイクル事

業というものについて、新しい文化として創造し、県道に青い線を引っ張りながら誘

致を目指していらっしゃる。代表的なものには、しまなみ海道のイベントがあると。 

  今回の電動付自転車につきましては、１つのもくろみとしましては、やはりアフタ

ーコロナにおける余暇の利用というものについて、例えば接触型といいますか、バス

ケットとか、バレーというふうなスポーツがなかなか難しい状況になって、その中で

個人個人、また御家族、親しい友人だけの体験型のスポーツというふうな位置づけで

思っております。 

  私が知っているだけでも、今回のコロナ対策として、新しいスポーツといいますか、

アフターコロナという点でこれが対象になるということで、他市町にわたって、この

電動付自転車の購入について予算化しておるところが多数あることは、私も承知して

おります。そういう意味で、御理解いただきたいなと。 

  一番大切なのは、議員さんが御心配いただいております、どのようにそれを理解し

てもらうか。一番はやっぱりこれは町内というよりは、町外の方々に鬼北のよさを知

っていただく１つのカテゴリーとして考えていかなければならないなというふうには

思ってます。 

  大きく捉えて、これを今からうまく利用する方法を考えていかなければならないと

思っておりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（渡邊眞次君） 

  末廣議員、了承ですか。 

○３番（末廣 啓君） 

  はい。 

○議長（渡邊眞次君） 

  ほかに質疑のある方はいらっしゃいませんか。 

  質疑はありませんか。 
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  （「なし」の声あり） 

○議長（渡邊眞次君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（渡邊眞次君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第５７号、令和２年度鬼北町一般会計補正予算（第５号）についてを

採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊眞次君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５７号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１６、議案第５８号、令和２年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予

算（第１号）についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１６、議案第５８号、令和２年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予

算（第１号）について、提案理由の説明をいたします。 

  今回の補正における歳出の主なものといたしましては、総務費、医業費について増

額補正するとともに、歳入につきましては、診療収入繰越金について減額補正し、諸

収入について増額補正するものであります。 

  この結果、歳入歳出それぞれ１０４万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を２億１３５万５,０００円とするものであります。 

  詳細につきましては、町民生活課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○町民生活課長（谷口浩司君） 

  それでは、議案第５８号、令和２年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予算

（第１号）について御説明をいたします。 
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  はじめに歳出予算から説明をいたしますので、６ページ、最終ページをご覧くださ

い。 

  １款、１項、１目、一般管理費は、１０節、需用費に２万円を増額、１７節、備品

購入費に１２０万８,０００円を増額するものです。これは診療所に新型コロナウイ

ルス感染症予防のため、スリッパを消毒するクリーンボックスと室内をオゾンで脱臭

除菌するオゾン脱臭機を購入するための予算計上でございます。 

  １款、２項、１目、研究研修費は、８節、旅費を４８万６,０００円減額するもの

で、これは新型コロナウイルス感染症により国保学会等の研修が中止されたため、減

額するものでございます。 

  ２款、１項、１目、医療用機械器具費は、１７節、備品購入費を３０万３,０００

円増額するもので、採取した血液の凝固を防ぐヘマトクリット遠心機を購入するため、

計上するものでございます。 

  続きまして、歳入予算を説明いたしますので、５ページをご覧ください。 

  １款、１項、３目、後期高齢者医療診療報酬収入は、新型コロナウイルス感染症を

予防するため、患者の薬を長期処方に変更した結果、診療報酬が減収となる見込みの

ため、減額するものでございます。 

  ６款、１項、１目、雑入は、２節、感染拡大防止等支援事業支援金に１２２万８,

０００円増額するもので、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金を活用し、

歳出で御説明をいたしました、新型コロナウイルス感染症予防のためのスリッパ、ク

リーンボックス、オゾン脱臭機を購入するもので、全額国から補填されるため、計上

するものでございます。 

  以上で説明を終わります。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（渡邊眞次君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（渡邊眞次君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 
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○議長（渡邊眞次君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第５８号、令和２年度鬼北町国民健康保険診療所特別会計補正予算

（第１号）についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊眞次君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５８号は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１７、議案第５９号、令和２年度鬼北町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）についてを議題とします。 

  町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（兵頭誠亀君） 

  日程第１７、議案第５９号、令和２年度鬼北町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）について、提案理由の説明をいたします。 

  歳出につきましては、施設整備費を増額補正するとともに、歳入につきましては、

県支出金、繰入金、繰越金、町債について増額補正するものであります。 

  この結果、歳入歳出それぞれ３６５万８,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を９,６１３万円とするものであります。 

  詳細につきましては、環境保全課長が説明いたしますので、御審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○環境保全課長（森  明君） 

  それでは、議案第５９号、令和２年度鬼北町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第１号）につきまして、歳出から説明いたしますので、７ページをお開きください。 

  １款、１項、１目、施設整備費を３６５万８,０００円増額し、補正後の額を９０

７万円とするものです。１４節、工事請負費３６０万３,０００円は、西部地区集排

施設の通報装置工事費に、１８節、負担金補助及び交付金５万５,０００円は、県・

北宇和土地改良協会への負担金として、それぞれ増額するものです。 

  次に、歳入について説明いたしますので、６ページをお願いします。 

  西部地区集排施設の整備事業に伴い、その財源として、３款、１項、１目、農業集

落排水事業費県補助金を１９２万円、６款、１項、１目、農業集落排水事業債を１６
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０万円それぞれ増額するものです。 

  ４款、１項、１目、一般会計繰入金を１２万３,０００円増額し、補正後の額を５,

２３１万５,０００円とするものです。 

  ５款、１項、１目、繰越金は、前年度決算に基づき１万５,０００円を増額するも

のです。 

  続きまして、３ページをお開きください。 

  第２表、地方債補正につきまして、１、過疎対策事業、２、農業集落排水事業のそ

れぞれの限度額９０万円を１７０万円にするものです。 

  以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（渡邊眞次君） 

  説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（渡邊眞次君） 

  質疑なしと認めます。 

  これから討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○議長（渡邊眞次君） 

  討論なしと認めます。 

  これから議案第５９号、令和２年度鬼北町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）についてを採決します。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊眞次君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５９号は、原案のとおり可決されました。 

  お諮りします。 

  本日の会議は、議事の都合により、これで延会し、１９日から２３日までの５日間

休会したいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 
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  （「異議なし」の声あり） 

○議長（渡邊眞次君） 

  異議なしと認めます。 

  したがって、本日はこれで延会し、１９日から２３日までの５日間休会することに

決定しました。 

  なお、９月２４日は、定刻に会議を開きます。 

  本日は、これをもって延会します。 

○副議長（福原良夫君） 

  起立。 

  礼。 

 

（午前１１時５２分 閉会） 
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